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別紙２ 外部資金リスト 

1) 2020年度：奨学寄附金，パシフィックコンサルタンツ，（代表，総額：500,000円） 

2) 2020年度：科学研究費基盤研究(B)，イルーシブな低気圧による沿岸災害の予見性向上に関する研究 （分担: 配

分額／900,000円）（代表：大阪市立大学 中條 壮大） 

3) 2020年度：科学研究費基盤研究(C), 高潮・高波・河川による複合浸水リスクの高精度評価手法の開発と複合

リスクの評価 （今年度: 1,690,000円）（代表，総額: 4,420,000円） 

4) 2020年度：科学研究費基盤研究(A)，波浪を考慮した大気海面境界素過程の解明と沿岸災害への影響評価（分

担: 配分額／700,000円）（代表：京都大学 森 信人，総額: 35,200,000円） 

5) 2020年度：科学研究費基盤研究(B)，波の打上げ・越波・越流の遷移過程の高波・高潮相互結合モデルへの導

入と実用化（分担: 配分額／800,000円）（代表：京都大学 間瀬 肇，総額：7,400,000円） 

6) 2020年度：科学研究費基盤研究(B)，高潮モデル高度化と多数アンサンブル実験による確率的な巨大高潮リス

クの将来変化予測，（分担: 配分額／300,000円）（代表：関西大学安田 誠宏，総額：13,500,000円） 

7) 2020年度：（一財）港湾空港総合技術センター, 全球波浪予報値と機械学習法を用いた１週間先までの高精度

日本沿岸波浪予測モデルの開発，（分担）（代表：京都大学 間瀬 肇，総額: 2,000,000円） 

8) 2019年：東亜建設株式会社，人工知能波浪予測モデルに関する研究，（代表： 直接経費／500,000円 間接経費／

50,000円） 

9) 2019年度：科学研究費基盤研究(A)，波浪を考慮した大気海面境界素過程の解明と沿岸災害への影響評価（分

担: 直接経費／350,000円 間接経費／105,000円）（代表：京都大学 教授 森 信人，総額: 35,200,000円） 

10) 2019年度：科学研究費基盤研究(B)，波の打上げ・越波・越流の遷移過程の高波・高潮相互結合モデルへの導

入と実用化（分担: 直接経費／1,400,000円 間接経費／420,000円）（代表：京都大学 間瀬 肇，総額：7,400,000

円） 

11) 2019年度：科学研究費基盤研究(B)，高潮モデル高度化と多数アンサンブル実験による確率的な巨大高潮リス

クの将来変化予測，（分担: 直接経費／500,000円 間接経費／150,000円）（代表：関西大学安田 誠宏，総額：

13,500,000円） 

12) 2019年度：（一財）港湾空港総合技術センター, 全球波浪予報値と機械学習法を用いた１週間先までの高精度

日本沿岸波浪予測モデルの開発，（分担）（代表：京都大学 間瀬 肇，総額: 2,000,000円） 

13) 2019年度：京都大学防災研究所，一般共同研究，全国砂浜海岸の粒度組成観測に基づく沿岸部の温暖化影響

評価の試み，（分担）（代表：京都大学 教授 森 信人，総額: 2,000,000円） 

14) 2019年度：京都大学防災研究所，一般共同研究，打上げ・越波・越流遷移過程のモデリングと高潮浸水シミ

ュレーションモデルへの導入・実用化，（分担）（代表：金沢大学 教授 由比政年，総額: 700,000円） 

15) 2018年度：京都大学防災研究所，拠点研究(一般推進)，海面上昇の砂浜への影響評価の全国展開，（分担）（代

表：京都大学 准教授 森 信人，総額2,642,000円） 



16) 2018年度：京都大学防災研究所，一般共同研究，打上げ・越波・越流遷移過程のモデリングと高潮浸水シミ

ュレーションモデルへの導入・実用化，（分担）（代表：金沢大学 教授 由比政年，総額698,000円） 

17) 2018年度，文部科学省, 統合的気候モデル高度化研究プログラム，（分担金，500,000円） 

18) 2018年：共同研究，東亜建設工業株式会社，人工知能波浪予測モデルに関する研究，（代表，500,000円） 

19) 2018年度：日本海沿岸部における偶発波浪による経済的損失に関する研究委託、受託研究（国土交通省中国

地方整備局広島港湾空港技術調査事務所）（分担）（代表：太田隆夫，総額4,900,000円） 

20) 2018年度：短期的な異常潮位や異常波浪，長期的な海面上昇などの影響を考慮した海浜変形予測に関する研

究，中国整備局（日野川）（分担）（代表：黒岩正光，総額7,000,000円） 

21) 2017年度，文部科学省, 統合的気候モデル高度化研究プログラム，（分担金，500,000円） 

22) 2017年度，科学研究費基盤研究(B)，最悪クラス台風・高潮の予測モデルル開発と再現確率推定，（分担金：

200,000円） 

23) 2017年度：日本海沿岸部における偶発波浪による経済的損失に関する研究委託、受託研究（国土交通省中国

地方整備局広島港湾空港技術調査事務所）（分担）（代表：太田隆夫，総額5,000,000円） 

24) 2017年度：短期的な異常潮位や異常波浪，長期的な海面上昇などの影響を考慮した海浜変形予測に関する研

究，中国整備局（日野川）（分担）（代表：黒岩正光，総額7,344,000円） 

25) 2017年：共同研究，東亜建設工業株式会社，人工知能波浪予測モデルに関する研究，（代表，1,000,000円） 

26) 2016年度，文部科学省, 気候変動リスク情報創生プログラム，（分担金，500,000円） 

27) 2016年度，科学研究費基盤研究(B)，最悪クラス台風・高潮の予測モデル開発と再現確率推定，（分担金：260,000

円） 

28) 2016年度：受託研究（株式会社ドラムエンジニアリング），消波ブロック堤の断面変化に伴う消波性能診断シ

ステム構築に関する研究（分担，総額1,300,000円） 

29) 2016年度：受託研究（国土交通省中国地方整備局広島港湾空港技術調査事務所），消波構造物の老朽化対策等

研究委託，（分担，総額3,841,630円） 

30) 2016年：受託研究（中国整備局（日野川）），短期的な異常潮位や異常波浪，長期的な海面上昇などの影響を

考慮した海浜変形予測に関する研究，（分担），（代表：黒岩正光，総額7,344,000円） 

31) 2015年度，文部科学省, 気候変動リスク情報創生プログラム，（分担金，500,000円） 

32) 2015年度，受託研究（株式会社ドラムエンジニアリング），消波ブロック堤の断面変化に伴う消波性能診断シ

ステム構築に関する研究，（分担），（代表：松見吉晴，総額 2,000,000円） 

33)  2015年度，低緯度地帯における高潮波浪推算モデルの適用性研究, 奨学寄附金（パシフィックコンサルタン

ツ株式会社），（代表，1,000,000円） 

34)  2015年度，科学研究費基盤研究(B)，最悪クラス台風・高潮の予測モデル開発と再現確率推定，(分担金：650,000

円) 



35)  2014年度，低緯度地帯における高潮波浪推算モデルの適用性研究, 奨学寄附金（パシフィックコンサルタン

ツ株式会社），（代表，1,620,000円） 

36)  2014年度，受託研究（国土交通省中国地方整備局広島港湾空港技術調査事務所），台風通過後の潮位上昇を

考慮した波浪推算業務，（分担），（代表：松見吉晴，総額 4,000,000円） 

37)  2013年度，鳥取県，鳥取沿岸の砂浜沿岸復元・湾内堆砂抑制に向けた新技術・新工法の分析・評価に関す

る共同研究，（分担金：1,000,000円） 

38)  2011~2012年度，受託研究（三菱電気）三菱電機（株）製ドップラーライダに関する研究，(分担額 500,000

円) 

39)  2011~2013年度，受託研究（国土交通省中国地方整備局広島港湾空港技術調査事務所），山陰地方の港湾にお

ける安全で効率的な運用管理に対する海象気象からの支援システム構築，分担，総額約15,000,000円 

40)  2011～2013年度，科学研究費若手研究(B)，山陰沿岸域における温暖化に伴う気象変動場と異常高潮推算に関

する予測モテルの構築，代表，総額 4,980,000円  

41)  2008～2009年度，科学研究費若手研究（スタートアップ），高潮推算精度の向上化と避難行動に基づく避難

シミュレーター構築に関する研究，代表，総額 3,471,000円 

 

 


